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CAMPUS
TOPICS

イベント・行事については、予告なく変更される場合があります。また、今後追加・中止となるイベント・行事もあります。
詳細・最新情報については、本学ウェブサイトならびに問い合わせ先のウェブサイトなどで必ず確認してください。

キャンパス内における
完全分煙化の実施について

　喫煙は本人の健康を害するだけでなく、周囲の者の迷惑にもなる。大学は未成年の学生を含め、多くの人が集まる
公共性の高い場である。本学はキャンパス内に併設幼稚園、小・中・高等学校があり、周囲への配慮が一層求められる。
　関西大学は、大学の敷地や施設内（個人研究室・共有スペース等を含む）で、指定喫煙場所以外を全面禁煙とする
ことを決定した。これに合わせて、千里山キャンパスに分煙スペースを全14箇所（下記マップ参照）設置する。5年
以内にこれらも撤去し、全面禁煙を実現することが目標である。今後、禁煙に関する周知活動や歩きタバコ・未成年
者喫煙防止の徹底、禁煙シンポジウムの開催などを推進していく。
　好奇心や見栄で喫煙し、あとで後悔しないようにしよう。すでに喫煙していても、今なら禁煙は比較的容易である。
やむを得ず喫煙する場合はマナーを守ること。関西大学は学生のみなさんの禁煙を推進している。                   

　　（受動喫煙防止対策委員会）

… 指定喫煙所

日程 イベント・行事名 主対象 問い合わせ先
17日㈯ 村山正治客員教授による講演会 学生・教職員・一般 専門職大学院事務グループ　
20日㈫ 第17回マイノリティ・セミナー 学生・教職員・一般 マイノリティ研究センター　
21日㈬ 会計専門職大学院　進学説明会（於：東京センター） 学生・教職員・一般 大学院入試グループ
22日㈭ 会計専門職大学院　進学説明会 学生・教職員・一般 大学院入試グループ

24日㈯ 大阪マラソン開催記念シンポジウムin関西大学 学生・教職員・一般 大阪マラソン開催記念シンポジウム in 関西大学　事務局　
法学研究所　第99回特別研究会 学生・教職員・一般 研究所事務室

25日㈰ 地域交流ワークショップ 「丹波の農村風景を考える」 学生・教職員・一般 関西大学TAFS佐治＆千里山スタジオ

9/16 - 30 
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東日本大震災 被災地支援プロジェクト
「いわてGINGA-NETプロジェクト」に関西大学学生が参加

参加者レポート

北畠さんの活動日誌

　私は震災後、「被災された方々の何か力になりたい」「関西に
住んでいる人たちに被災地の様子を伝えたい」とずっと考えて
いました。今回、関大がGINGA-NETプロジェクトに参加する
ことを知り、すぐ応募を決意しました。
　現地ではチームごとに活動し、私のチームは主に仮設住宅で
のコミュニティ形成のためのサロン活動、子ども向けの遊び支
援、中学生の学習支援をしました。特に仮設住宅のおばあちゃ
んたちに話を聞くことが多かったです。普段は私たちと一緒に
何でもない話をして笑っていますが、話を聞くと自分が津波で
流されたり、家族を亡くした人もいて、東北の人は強い、と感
じました。また、学生である
私たちにとても気遣ってく
れ、「ご苦労さま」「ありがと
う」とねぎらいの言葉をかけ
てくれました。活動をしてい
るうちに「私たちは『支援』
しに来たんじゃなくて、『支
え合い』に来たんだなあ」と
思うようになりました。
　距離的には遠いかもしれ
ない、でも現地に行くと心の
距離は縮まります。多くの人
に東北へ『支え合い』に行っ
て欲しいと思います。

　私が岩手で感じたもの。それは被災地としての岩手だけでは
なく、本来の岩手の人々の優しさや人間性そのものでした。意
外だったのは、震災での自分の体験や現在の不安や悩みを自
分から話してくれる人が多かったということです。自分の娘を
津波で亡くされた方ですら淡々と、しかし鮮明にその時の様子
やその時の気持ちを語ってくれたのです。本来ならば思い出し
たくもないような話を、どうして遠く離れた場所から突然やっ
てきた私たちにしてくれるのだろう。そんな疑問を一瞬で解決
してくれたのは、あるおばあちゃんが帰る間際に言ってくれた
「いっぱい話を聞いてくれてありがとうね」の一言でした。
　よく被災地にはまだまだ手
が届いていない物資や支援が
あると言われていますが、被
災者一人ひとりが周囲の人と
じっくりとお互いに関わり合
うことのできる環境、これも
被災地には足りないのだ、と
いうことにはじめて気がつき
ました。だから話す、遊ぶと
いう当たり前のことも被災地
ではさらに必要とされるので
はないか、そう強く感じた一
週間でした。

8月4日（木）  
参加者事前オリ
エンテーション
アイスブレイクの
後、各自自己紹介
をし、その後、災害ボランティアガイダンスの講
師でもある藤原隆宏氏（本学社会連携部 地域連
携マネージャー）からGINGA-NETプロジェクト
についての説明、ならびに被災地ボランティアに
ついて注意事項などの説明を受けた。　

8月24日（水） 
出発（夕刻）
凜風館に集合。17時に関大を出発。車中泊。山間
部を移動。

8月25日（木） 
岩手県気仙郡住田町五葉体育館　到着
10時から開会式。体育館使用の諸注意を受ける。

その後被災地の視察
へ。大量のがれきや
津波でえぐれた山な
どを実際に目の当た
りにする。特に被害
の大きい陸前高田市
へ。地盤沈下と津波
の影響で沿岸部が浸食され、沿岸に建てられた
ばかりの野球場は今は海の中に浮かんでいるよ
うにぽつんとあった。住田町泊。

8月26日（金） 活動日1日目
吉里吉里中学仮設住宅へ出発。コミュニティづく
りのためのサロンである「お茶っ子サロン」（以下、
サロン）に使用する予定の集会所が使用不可能と
判明。見廻りにきていた岩手県立大の先生を介し
て吉里吉里中学の校長
先生に相談。吉里吉里
中学の学生の学習支援
と、サロンを開くこと
のできる場所の提案を
受ける。午後からは隣

の波板仮設へ合流。サロン活動。住田町泊。

8月27日（土） 活動日2日目
2班に分かれ、1班は学習支援活動を開始。1班は
サロン開設に向けて準備。午後は波板仮設にて
前日同様活動。住田町泊。

8月28日（日） 活動日3日目
前日同様2班に分かれ、1班は学習支援活動。1
班は試験的にサロンを開設。広報してないにもか
かわらず、子どもや高齢者の方が何人も来てくれ
た。午後は前日同様。住田町泊。

8月29日（月） 
活動日4日目
正式にサロンを開設。朝9時
から午後2時まで、およそ15
人が来てくれた。夜、住田町
を出発。車中泊。

8月30日（火） 解散（昼）

　8月24日～ 30日にわたり、本学学生が、「いわてGINGA-NETプロジェクト」に参加しました。参加した20人は、本学ボランティ
アセンターが参加募集ならびに事前研修などを実施した学生で、岩手県内各所でボランティア活動を行いました。
　「いわてGINGA-NETプロジェクト」は、3月11日に発生した東日本大震災で被災された方々のニーズと、夏季休業中に被災地で
役に立ちたいという志を持った学生のボランティアニーズを、効果的に結びつけようという趣旨で結成された合同プロジェクトです。
岩手県立大学学生ボランティアセンターなどが主体となった実行委員会の呼びかけに、本学が賛同し、実現しました。主な活動として
は、アクセスのよい岩手県住田町を宿泊拠点として大槌町、釜石市、大船渡市、陸前高田市、住田町でのコミュニティ形成のためのサ
ロン活動、子ども向けの学習支援、遊び支援など。第1期は7月27日からスタートしており、今回第5期の派遣に参加した本学の学
生たちは、さまざまな支援に取り組みました。以下に活動日誌と、参加した学生2人の生の声を、レポートとして紹介します。

山内 加菜さん
（政策創造学部2年次生）

ボランティアセンター学生スタッフ代表
北畠 知幸さん
（法学部2年次生）



　蔵書冊数は約207万冊！想像がつかないほどの図書を所蔵する総合図
書館は、千里山キャンパスに通う学生なら誰もが一度は足を運んだことが
あるだろう。1階の新着雑誌・新聞コーナーの奥にある閲覧スペースは、窓
越しに尚文館と芝生を眺めることができる。窓から光が程良く差し込み、
リラックスして読書や勉強ができそうだ。
　もちろん1階だけでなく2・3階にも閲覧スペースが設置されている。特
に3階には、落ち着いた雰囲気の一般閲覧室1と明るい照明の一般閲覧
室2・3の3つの広い閲覧スペースがあり、その日の気分に応じて閲覧ス
ペースや座席を選ぶことができる。総合図書館で読書や勉強をする際は、
自分のお気に入りの場所を探してみてはいかがだろうか。

今号の学生広報スタッフ企画では、キャンパス内の癒しスポットについて関大生にアンケートを実施。43人の回答の
中から学生広報スタッフが厳選し、現地をレポートします。広いキャンパス内には、意外に知られていないスポットも
ありますので、みなさんも行かれてみてはいかがでしょうか。

勉強するのも図書館だとやる気が出ます！でも、近くにかっ
こいい人が座っていて緊張して勉強に身が入らなかったこと
も…。

総合図書館千里山キャンパス

P.N. さちこさん
文学部2年次生

　凜風館屋上庭園へとつながる階段を上りきると突然視界に緑が広が
る。学内にいることを忘れてしまいそうになるほど屋上庭園には光を浴び
た緑がたくさんある。ちょっとした公園のようで天気の良い日はピクニッ
ク気分を味わうことができ、屋上からは大阪の中心部の景色がきれいに
見えるので、友人と談笑するにも絶好の場所だろう。
　凜風館は本学の創立120周年記念事業の一環として建設された建物
で、屋上には120周年にちなんで120本の桜の木が植えられており、春に
は満開の桜を眺めることもできる。時間や天気、季節によって雰囲気がガ
ラリと変わるので、いつ行っても違った発見がありそうだ。

凜風館の屋上庭園は人が少なく開放的で、暇なときにはゆっ
たりひなたぼっこや、友達と集まって長い時間みんなでお喋
りします。この場所を一言で表すと「癒し」ですね。

総合学生会館 メディアパーク
凜風館屋上庭園

新関西大学会館北棟
横の広場

千里山キャンパス

P.N. むらさきさん
社会学部3年次生

　中央体育館横の通路は、秘かに部活動やサークルの練習をしている穴
場スポットだ。中央体育館や東体育館、中央グラウンドが近くにあるた
め、体育会に所属する学生の姿や、吹奏楽や演劇など文化系の部活動の
自主練習をする学生の姿がよく見られる。また、コンビニエンスストアが
すぐ隣にあり、椅子と机も備えつけられているため、練習の合間に休憩す
ることもできる。コンビニエンスストア前の飲食スペースは、いつも多くの
学生でにぎわっている。
　このように、多くの学生が行き来するこの通路は、試合やコンクールな
ど人前で自分の力を発揮しなければならない学生にとって、絶好の練習
場所なのかもしれない。

何も考えずに楽器を吹くことだけに集中したいとき、この場
所へ足を運びます。一人で楽器を吹いていたら、鳩が２羽、
ずっとこちらを見ていました。まるで私の演奏を聴いてくれ
ているような不思議な時間でした。

中央体育館横の通路千里山キャンパス

P.N. みきこさん
社会学部3年次生

　秀麗橋を渡りまっすぐ歩いた突き当りの新関西大学会館北棟横に、円
形の広場がある。この広場では、ジャグリングの練習をしている学生をよ
く目にする。人通りが多い法文坂と秀麗橋から続く道が交わる地点であ
るにも関わらず、この広場は落ち着いた雰囲気を醸し出している。騒がし
い法文坂に面した、落ち着いた広場。このミスマッチのために、広場は異
空間のように感じられるのだろう。
　法文坂の長い坂に疲れたときに、この静かな広場に座り、いつも歩いて
いる法文坂を眺めてみると、何かおもしろい発見があるかもしれない。

この場所を一言で表すと、「異空間」。広場前の法文坂は人
通りが多いけど、この場所だけ異空間な感じがします。時間
があるときに、人の流れを見て過ごしています。

千里山キャンパス

P.N. かなさん
社会学部3年次生

　第3学舎の2階に、なんと女子学生控室という教室がある。カーペット
が敷かれた教室の中には机と椅子があり、女子トイレとは扉一枚でつな
がっている。社会学部の女子学生は、ここでご飯を食べたり、友達と談笑
したり、勉強したり…と思い思いの時間を過ごしている。
　女子学生控室の大きな特徴は2つ。まず１つ目は壁に鏡が取り付けられ
ていること。鏡の横にはライトも付いている。トイレが混雑している時に
は、ここに来ればさっと化粧直しをすることができる。２つ目はくつろい
だり、寝転んだりできる厚めのマットが設置されていること。このマットの
上で仮眠をとっている学生をたびたび見かけるが、寝心地はなかなかよさ
そうだ。
　紹介者はここを「楽屋」と表したが、確かに社会学部女子学生の「舞台
裏」とも言えるかもしれない。

ここへ行くと落ち着くので、ご飯を食べたり、ゆったりしたい
ときに月２回ほど足を運びます。控室にいる学生の話を盗み
聞きしてしまうことも…。一言で表すなら「楽屋」です。

第 3 学舎
女子学生控室千里山キャンパス

P.N. ガチャガチャさん
社会学部2年次生

　堺キャンパスの正門をくぐり、図書館や食堂が入る学舎B棟と、学生の
憩いの場として利用しているB棟南側の広場「Evergreen」の間を通る道
を抜けると、一見水たまりのような池が見えてくる。堺キャンパスは、今年
3月にB棟の竣工と広場「Evergreen」の完成をもってキャンパスの環境
整備が終了した。この池はその際に造られた池で、人工の浅い池ながらも
アメンボが生息し、晴れた日には青空と柳の木が水面に映り、美しい表情
を見せてくれる。
　池の近くには、イスが設置されているので、水面に映る景色を眺めながら
友達と楽しく談笑すれば、悩み事があっても穏やかな気持ちになれそうだ。

この池を一言で表現するなら「相談相手」です。悩みごとが
あり、一人で考えたいときにこの場所へ足を運びます。池で
泳ぐアメンボを眺めていると、いつのまにか気分が晴れ、穏
やかな気持ちになります。

B棟横の池堺キャンパス

P.N. ペンは名前さん
人間健康学部2年次生

　高槻キャンパスA棟内の総合情報学部オフィスとキャンパスオフィスの
間にある白・オレンジ・緑のイス。白を基調とした学舎に、ポップカラーが
映える。イスに腰かけ、ほっとひと息ついてみる。すると、ガラス張りの大
きな窓から外の景色が見渡せることに気付く。キャンパス内の木々や池、
そして遠くには大阪の街並みを一望することができる。緑豊かな高槻キャ
ンパスならではの穏やかな雰囲気に包まれ、くつろげる空間である。
　バスを逃してしまい「ついてないな…」と思ったときも、ここに来ればそ
んな気持ちが吹っ飛ぶかもしれない。どこで時間を潰そうかと迷ったとき
は、この場所に立ち寄ってみてはどうだろうか。

バスを待たなければならなくなり、どこかで時間を潰そうと
思ったときに足を運ぶのが、A棟内にあるイスです。座って
友達とおしゃべりしたり、ぼーっと物思いにふけったりして
バスが来るまでの時間を過ごします。

A棟内のイス高槻キャンパス

P.N. パーポーさん
総合情報学部4年次生

　2010年に開設された高槻ミューズキャンパスの西館１階に位置する
ミューズ大学図書館は、大きな窓から光がいっぱいにさす、明るく静かで
落ち着いた雰囲気の図書館だ。昨年開設された社会安全学部と社会安全
研究科の教育・研究活動に資するべく、館内には、安全学系の書籍や学術
雑誌などを中心に、約3万3千冊の図書を取り揃えている。
　おすすめの特等席は、窓際に設置された電車を眺められる席。勉強に
疲れたらふっと窓の外を見て息抜きをする。みなさんも自分のお気に入り
の席を探して、明るく静かで落ち着くこの場所で、有意義な時間を過ごし
てみてはどうだろうか。

試験前や課題をするときに必ず利用する、僕にとってなくて
はならない場所です。静かで集中できるため、週に1・2回の
ペースで利用しています。テスト前には、友達と集まって勉
強に励んでいます。

ミューズ大学図書館高槻ミューズキャンパス

P.N. 関大太郎さん
社会安全学部2年次生

学生広報スタッフの
おすすめ癒しスポット
取材中に学生広報スタッフ
が発見した、おすすめ癒しス
ポットを紹介します。

テーブルセットが設置され、学舎の間
を通る風が心地よいスポットです。

第1学舎1号館
4階テラス千里山キャンパス

緑に囲まれたあずまや。木陰
が気持ち良いスポットです。

第2学舎1号館前の
テーブルセット千里山キャンパス

芝生前にある滝からは、マイナ
スイオンが感じられそうです。

尚文館前の芝生千里山キャンパス

キャンパス中央の広場にあるカップル用
のイス。大阪の景色が一望できます。

広場のイス高槻キャンパス

ココが私のココが私の 関大癒しスポット関大癒しスポット

紹介者からのコメント 紹介者からのコメント

紹介者からのコメント 紹介者からのコメント

紹介者からのコメント 紹介者からのコメント

紹介者からのコメント
紹介者からのコメント

企画・編集：学生広報スタッフ　隠岐亜里紗（社１）、島田優（社３）、樽井美紀（社３）、藤井美帆（文２）、堀貴栄（法４）、松尾友喜（文２） KANSAI  Univ. News｜ 0502｜ KANSAI  Univ. News

学生広報スタッフ企画
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この秋、注目の競技を関大スポーツ編集局がピックアップ。活躍が期待される
各クラブの主将４人を紹介します。秋季リーグをみんなで応援しよう！飛躍

秋季リーグ戦予定表

ハンドボール部女子 （リーグ戦：関西１部リーグ所属、全日本インカレ）
日　時 対戦相手 場　所

9月18日（日） 11：25～ 大阪体育大学 伏見港公園体育館
9月23日（金・祝） 14：15～ 同志社大学 関西大学堺キャンパス体育館
9月24日（土） 14：05～ 大阪教育大学 太陽が丘体育館
10月2日（日） 11：25～ 武庫川女子大学 京都産業大学
●関西学生ハンドボール連盟→http://www.eonet.ne.jp/˜kansai-handball/

秋のリーグ戦を応援しよう！！

注目　1
注目　2
注目　1
注目　2

活躍を見逃すな！注目のクラブ
秋季リーグに向けた意気込みを、それぞれのクラブに語ってもらいました。

早わかり　秋季リーグ日程
各競技の秋季リーグ日程表を掲載します。

注目　1
注目　2
注目　1
注目　2

ラグビー部 （リーグ戦：関西学生Bリーグ所属）
日　時 対戦相手 場　所

9月18日（日）

14：00～

帝塚山大学

関西大学千里山
キャンパス中央グラウンド

9月25日（日） 京都大学
10月2日（日） 大阪経済大学
10月16日（日） 大阪工業大学
10月23日（日） 甲南大学
10月30日（日） 花園大学
11月13日（日） 龍谷大学
11月20日（日） 大阪教育大学
11月27日（日） 大阪産業大学 大阪経済大学
●関西ラグビーフットボール協会→http://www.rugby-kansai.or.jp/

アメリカンフットボール部 （リーグ戦：関西１部リーグ所属）
日　時 対戦相手 場　所

9月18日（日） 14：20～ 神戸大学 EXPO　FLASH　FIELD

10月1日（土） 16：00～ 龍谷大学 西京極総合運動公園陸上競技場兼球技場
10月16日（日） 12：20～ 同志社大学 EXPO　FLASH　FIELD

10月29日（土） 15：00～ 関西学院大学 大阪市長居第2陸上競技場

11月12日（土） 15：00～ 立命館大学 キンチョウスタジアム
（大阪市長居球技場）

11月27日（日） 12：00～ 京都大学 大阪市長居陸上競技場
●関西学生アメリカンフットボール連盟→http://www.kansai-football.jp/

（写真提供・編集：関大スポーツ編集局）※試合の日時・場所は変更となる場合がありますので、詳細は、各連盟のウェブサイトなどでご確認ください。

アイスホッケー部 アメリカンフットボール部

ハンドボール部女子 ラグビー部

関大スポーツ

名前 尾田佑樹さん
学部・学年 法学部4年次生
出身高校 北海道清水
自身のプレーの
PRポイント

守りの面では誰にも負けない。
体を張った守りでいい攻撃につなげる。

ニックネーム ODA
趣味 後輩の家に行くこと
尊敬する人 鈴木コーチ

名前 西田直矢さん
学部・学年 政策創造学部4年次生
出身高校 桃山学院
自身のプレーの
PRポイント 誰よりも長くプレーする

ニックネーム ニシダ
趣味 テレビを観ること
尊敬する人 前コーチ西岡さん

名前 白井綾さん
学部・学年 政策創造学部4年次生
出身高校 夙川学院
自身のプレーの
PRポイント 粘り強いディフェンス

ニックネーム セン
趣味 音楽を聴くこと
尊敬する人 中学・高校時代の恩師

名前 黒谷淳さん
学部・学年 文学部4年次生
出身高校 東海大仰星
自身のプレーの
PRポイント 速さ

ニックネーム じゅん
趣味 討論
尊敬する人 友達

アイスホッケー部 （リーグ戦：関西１部リーグ所属）
日　時 対戦相手 場　所

9月17日（土） 17：15～ 同志社大学

関西大学アイスアリーナ

9月18日（日） 15：15～ 立命館大学
9月25日（日）

12：30～
佛教大学

10月2日（日） 関西学院大学
10月8日（土） 17：00～ 龍谷大学
10月12日（水）

21：00～
関西学院大学

10月19日（水） 同志社大学
10月23日（日） 12：30～ 立命館大学
10月26日（水） 21：00～ 龍谷大学
10月30日（日） 12：30～ 佛教大学
●関西学生氷上競技連盟→http://kangakuren.seesaa.net/

一戦一戦を大事に戦い、み
なさんの期待を裏切らな
い試合をします。応援よろ
しくお願いいたします。

一戦一戦成長し日本一を
目指します。応援よろし
くお願いします。

チーム一丸となって一戦
一戦全力で戦っていきま
すので応援よろしくお願
いします。

今年こそBリーグ全勝で
入替戦に勝利しAリーグ
昇格を果たしますので応
援よろしくお願いします。

秋リーグに向けて 秋リーグに向けて

秋リーグに向けて 秋リーグに向けて




